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胃癌症例38例を対象に新鮮切除胃標本を過酸化水素法にて膨脹させ, 胃壁内 リンパ管, とくに粘膜

固有層表層毛細 リンパ管を肉眼的,組 織学的に検討 し,以 下の結果を得た。

粘膜面からの肉眼的観察で自色の小斑が十二指腸輪状 ヒダ部,幽 門腺および中間常領域小弯部 (幽

門腺萎縮 と腸上皮化生が高度な部),胃底腺領域敏髪部に多数観察され,組織学的にこの小斑は過酸化

水素法により膨脹された粘膜固有層の毛細 リンパ管が密に分布する部位 と一致した.活 性炭に切除標

本を浸漬 させた後過酸化水素法で処理 した例では,小 斑部毛細 リンパ管を含め リンパ管内に活性炭の

流入が認められ,小 斑部毛細 リンパ管が物質の吸収に関与 しているものと思われた。

索引用語 :胃壁内 リンパ管,胃 粘膜回右層毛細 リンパ管,過 酸化水素法, カタラーゼ

は じめに 対象と方法

深達度が粘膜固有層にとどまる早期胃癌においても   手 術で切除された早期胃癌21例,進 行胃癌17例を対

既に リンパ節転移がみられる症T/11があり,か かる症例   象 として,新 鮮切除胃標本を20%ホ ルマ リン液で 5分

の リンパ節転移経路の解明のためには, 胃漿膜面から  間 固定後, 1%過 酸化水素水の中に 3分間浸し,膨 脹

の リンパ管観察では不十分であ り,粘 膜固有層の毛細   さ れた リンパ管を粘膜面および衆膜面から肉眼的に観

リンパ管まで含めた胃壁内 リンパ管の分布を知ること  察 した。その後ホルマ リン液にて再固定し,胃 切除標

が肝要である。従来, 胃壁内 リンパ管の観察は色素な  本 を全割,各 切片について Hematoxylin―Eosin(HE)

どの穿刺注入法1レ)が主に行われてきたが,穿 刺注入部   染 色,Elastica Van Cteson(EVG)染 色を施し,組

位の組織を汚染 し,そ の部分の リンパ管を不明にする  織 学的に検討した(表 1)。また, 54/1の早期胃癌症例

ことや, リンパ管に弁が多数存在するため,穿 刺注入   を 対 象 として新鮮切 除 胃標 本 を,微 粒 子 活性炭

部位より末檎の リンパ管が現れないなどの欠点を有す

ることから, ヒト胃粘膜固有層毛細 リンパ管に関して      表 1 過 酸化水素によるリンパ管描出法

はいまだ十分に明らかにされていない点も多い。そこ

で,今回 リンパ液中のカグラーゼと過酸化水素(H202)

の反応で生じた酸素ガスによって リンパ管を膨脹させ

る方法 (以下,過 酸化水素法 とする)を 用いて胃壁内

リンパ管, とくに粘膜固有層毛細 リンパ管の分布を肉

眼的,組 織学的に検討 したので報告する。
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(CH44)3)2mlを生理的食塩水で50倍に希釈 した溶液に

20分間浸漬し,過 酸化水素法にて リンパ管を膨脹させ

た後ホルマリン液にて固定し,組 織学的に活性炭の局

在を検討した。なお,組 織型,漫 潤度,間 質量に関す

る記載は胃癌取扱い規約りに従った。

図 1 十 二指腸輪状ヒダ部小斑の肉眼像

図2 幽 門腺および中間帯領域小弯部小斑の肉眼像
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成  績

1.非 癌部における粘膜固有層毛細 リンパ管の分布

様式

粘膜面からの肉眼的観察では,自 色の小斑がに 指

腸球部の輸状 ヒダ部(図 1),幽 門腺および中間帯領域

小弯部 (図2), 胃底腺領域叡髪部 (図3)な どにとく

に多 く観察され,そ の数は数十から数百におよび症例

によりさまざまであった。十二指腸輪状 ヒダ部,胃 底

腺領域敏襲部の小斑は,数 mmの 大きさで類円形のも

のが多かったが,幽 門腺および中間帯領域では癒合す

る傾向がみられlcm以 上に及がものもあり,形 が不整

なものもみられた.こ れらの小斑は,組 織学的には粘

膜固有層表層の膨脹された毛細 リンパ管が密に分布す

る部位 と一致し,十 二指腸では中心乳び腔が密集して

みられる部位(図4),幽 門腺および中間常領域では幽

図4 十 二指腸輪状ヒダ部小斑の組織像 (HE染 色,×

40).中心乳び腔の膨脹が著明である。

図5 幽 門腺領域部小斑の組織像(HE染 色,×40).幽

門腺が完全に消失し,腸 上皮化生が高度である。膨

脹された毛細 リンパ管が被蓋上皮直下より始まり,

粘膜固有層深層に至っている。図 3 胃 底腺領域叡髪部小斑の肉眼像
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た毛細 リンパ管内に活性炭が認められ(図8), さらに

粘膜下層以下の リンパ管内にも活性炭が観察された。

2.非 癌部における粘膜固有層より深層の リンパ管

の分布様式

粘膜固有層深層の毛細 リンパ管は,粘 膜筋板を貫き

弁を有する粘膜下層の リンパ管 と違っていた。粘膜下

図8 微 粒子活性炭浸漬例 (HE染 色,×100).粘膜国

有層表層毛細 リンパ管 (矢印)内 に活性炭の流入が

みられる.

図 9 装 膜下層 リンパ管

上 :リンパ管は,大 ・小弯側に密に分布している.下 :

小弯部の拡大像.リ ンパ管 (矢印)は 多数の弁のため

壁がくびれて数珠状を呈している.

!十■十■

門腺の委縮が高度で腸上皮化生がみ られる部位 (図

5),胃底腺領域では胃底腺の萎縮がみられない敏髪部

(図6)に 観察された.な お,食 道・胃接合部では食道

重層扁平上皮には小斑はみられず,噴 門腺領域も噴門

腺の萎縮がない場合幽門腺領域 と同様に小斑は認めら

れなかった(図7).各 部位の毛細 リンパ管は,被 蓋上

皮直下付近 より始まり粘膜固有層深層に至っていた

が,幽 門腺領域では毛細 リンパ管が分岐 ・吻合し不規

則な毛細 リンパ管網を形成していたのに対し, 冒底腺

領域では毛細 リンパ管は互に吻合することは少なくほ

ぼ垂直に粘膜固有層に至っていた。毛細 リンパ管腔は,

周囲の毛細血管腔より広 く数倍から十数倍で,形 も不

整,不 規貝Jであった,一 方,徴 粒子活性岩液に浸漬さ

せた症例では,小 斑部を組織学的に検討すると密集し

図6 胃 底腺領域級髪部小斑の組織像 (HE染 色,×

100).膨脹された毛細リンパ管が被蓋上皮直下から

ほぼ垂直に粘膜固有層深層に至っている.

図7 食 道・胃接合部の組織像 (HE染 色,×40).食道

重層扁平上皮には毛細 リンパ管は存在しない。噴門

腺領域では,噴 門腺の萎縮がない場合,毛 細リンパ

管の分布は疎である.
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層 リンパ管は,胃 全領域において豊富で,多 数吻合を

なして樹枝状の リンパ管網を形成していた。また,国

有筋層内 リンパ管には筋層を貫 くリンパ管がみられ,

大,小 弯側より前 ・後壁に密に分布する傾向がみられ

た。一方,衆 膜下層 リンパ管は,前 ・後壁よりも大 ・

小弯側に密な分布を示し,2～ 3mm間 隔でみられる多

図10 小網内で胃壁に付着するリンパ節

上 !辺縁洞の膨脹が明らかである (HE染 色,×40).

下 !拡大像 (HE染 色,×100)
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数の弁のため壁が くびれて数珠状を呈 していた (図

9)。なお,胃 壁に付着するリンパ節では,辺 縁洞の膨

脹が観察された (図10).

3.癌 部における毛細 リンパ管の分布様式 (表2)

切除胃癌381/1の組織型は,字L頭腺癌 2例 ,高 分化型

管状腺癌14frl,中分化型管状腺癌10例,低 分化腺癌 6

1rl,印環細胞癌 6例 であった.乳 頭腺癌,高 分化型管

状腺癌のように膨脹性の増殖を示 し,間 質結合織が少

ない髄様型の癌腫では,癌 巣内に残存 した毛細 リンパ

管の存在は明らかでないことが多 く,全 例癌巣内に自

斑は観察されなかったが,印 環細胞癌のように非連続

的に浸潤増殖する癌腫の場合, まだ間質結合織が少な

かった 2例 では癌巣内に残存した毛細 リンパ管が多数

みられ(図11).白 斑 として観察された.し かし,間 質

結合織が高度に増生 した印環細胞癌 4例 では,癌 巣内

の毛細 リンパ管の存在は不明瞭 となる傾向であ り,白

斑は観察されなかった。中分化型管状腺癌,低 分化腺

癌は,膨 脹性に増殖するものから浸潤性に増殖するも

のまでみられ,間 質結合織の多寡により癌巣内毛細 リ

図11 癌巣内毛細 リンパ管

上 !高分化型管状腺癌.癌 間質内に毛細 リンパ管の存

在は明らかでない(HE染 色,×200).下i印環細胞癌.

癌間質内に毛細 リンパ管の残存がみられる (HE染

色,×400)

軽

翠飩

表2 組 織型,間 質量と癌巣内白斑との関係

煎 初 1 全 例 離 型 | ( つ

も い の
1卸

鱗 型
|

p o r ( 6例) 1  中 間型( 3例) i 3例 中2例に(十)

硬牲型(4例)|  ()
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1%と いう低濃度の過酸化水素水で処理した。過酸化

水素法が血管よりもリンパ管を選択的に膨脹 させる理

由として,Parkeら のは血管壁よりもリンパ管壁が薄

いこと, また死減 した細胞から組織液中に放出される

蛋自分解酵素によリカタラーゼの蛋白成分が失活する

が, リンパ液は血液よりも細胞成分が少ないので蛋白

分解酵素の放出量も少なく, カタラーゼが失活しにく

いことを述べている,

胃壁内毛細 リンパ管の分布様式に関しては,大 岩1い

がイヌおよびヒトの胃を対象として墨汁, 1%硝 酸銀

溶液を粘膜内に注入して観察し,幽 門腺, 胃底腺領域

とも胃腺頭部付近から始まり胃腺底部に至ると述べて

いる。一方,永 田ら11)は,FITC標 識アルブミンをマイ

クロピペ ットで胃組織内に注入し,ア ルブミンの流れ

を高感度カメラを備えた生体蛍光顕微鏡システムを用

いて観察し,粘 膜回右層腺細胞周囲には毛細 リンパ管

の存在は証明されなかったと述べており,胃 粘膜内毛

細 リンパ管の分布様式は報告者により異なった結果が

得られている。これらの報告は,い ずれも粘膜内間質

に注入して観察したものであ り,粘 膜表層の微細な毛

細 リンパ管を描出するには不適当な方法であると思わ

れる。本研究では粘膜固有層の毛細 リンパ管は被蓋上

皮直下付近より始まってお り,桑 原 ら1劾も墨汁加硝酸

銀動脈内注入法を用いた大腸粘膜固有層 リンパ管の観

察で,粘 膜固有層表層に毛細 リンパ管を見いだしてい

る。

十二指腸輪状 ヒダ部,胃 の胃底腺領域雛髪部の小斑

は,大 きさ,形 とも類似 し,全 症例で観察されたこと

から生理的に存在するものと思われた.一 方,幽 門腺

および中間帯領域にみられた小斑は,大 きさが不均一

で,形 も不整なものがみられ,そ の数は症例によって

著しい差異があり,幽 門腺の萎縮や腸上皮化生が認め

られた部位で観察されたことから,新 生毛細 リンパ管

により形成されたことが示唆された。

横隔膜などの毛細 リンパ管では,物 質の吸収が行わ

れていることが知 られている1ゆ.活 性炭溶液に新鮮切

除胃標本を浸漬させた症例では,過 酸化水素法で膨脹

させた毛細 リンパ管内に活性炭が証明された ことか

ら,胃 においても毛細 リンパ管, とくに小斑部の毛細

リンパ管が物質の吸収に関与 しているもの と思われ

た。また,小 斑 と癌の リンパ行性進展 との関連では,

著明な リンパ管侵嚢 とリンパ節転移を伴った,い わゆ

る癌性 リンパ管症症例で,粘 膜固有層深層の毛細 リン

パ管侵襲はみられるものの,小 斑を形成する粘膜固有

図12 癌性 リンパ管症症例(HE染 色,×40).粘膜固有

層深部毛細 リンパ管および粘膜下層 リンパ管内腫瘍

基栓が著明であるが,粘 膜固有層表層毛細 リンパ管

への侵襲はみられない。

ンパ管数は変化 した。また,低 分化腺癌 6例 中 2例 は

著明な リンパ管侵襲 とリンパ節転移を伴った,い わゆ

る癌性 リンパ管症pllで,粘 膜固有層の中間層から深層

の毛細 リンパ管に侵襲がみられたが,表 層の毛細 リン

パ管に侵襲はほとんど認められず(図12), これらの粘

膜固有層表層の毛細 リンパ管が,癌 巣内の小斑 として

観察 されるものも認められた。

考  察

リンパ管の形態学的研究法 として穿刺注入法が主に

行われてきたが,直 接的に リンパ管を現す方法は肉眼

またはルーペでみえる太い リンパ管にしかと入できな

い。また,問 接的に間質にと入する方法は注入部位を

汚染させ,そ の部位の リンパ管を現せないし,血 管を

損傷 し血管にも入 り, リンパ管 と誤る危険性がある。.

従来の リンパ管観察法のこのような欠点を指摘 し,

Magnusいは過酸化水素法による リンパ管観察法を考

案した。その後,Parkeら のがと卜の胃,小 腸,胆 襲の

漿膜面の リンパ管を,JohnSOnら ゆが′b外 膜下,心 内膜

下の リンパ管をそれぞれ過酸化水素法を用いて肉眼的

に観察し, リンパ管観察法 としての有用性を述べてい

る。さらに島回らりは,心外膜下の リンパ管を過酸化水

素法で膨脹させた後,走査電顕を用いて観察している.

本研究では,過 酸化水素法を胃壁内 リンパ管の観察に

応用した。

過酸化水素法を行 う上の注意点としては,新 鮮切除

標本を直接過酸化水素水液に浸漬 させないことであ

る。 こ の場合,標 本全体があわだらけの状態 となり,

間質の浮腫が著明となるからである。この非特異的反

応を回避するため20%ホ ルマ リン液で 5分 間固定後,
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層表層の密集した毛細 リンパ管にはほとんど侵襲が認

められなかったことにより,小 斑部の毛細 リンパ管は

癌の リンパ行性進展に直接的には関与 しないものと思

われた。

毛細 リンパ管とそれに続 くリンパ管の起始部は,そ

の大さも壁の構造も同様で区別にならず,弁 のあるの

が リンパ管で弁のないのが毛細 リンパ管 と定義す る

と,本 研究では粘膜固有層より深層のものが リンパ管

であった。粘膜固有層より深層の リンパ管の分布様式

は,大岩1いの報告 と一致し,粘膜下層では周在性 とは無

関係に胃全領域で豊富な リンパ管網を有 していたが,

固有筋層内 リンパ管は前 。後壁,衆 膜下層 リンパ管は

大 。小弯側にそれぞれ密に分布する傾向がみられた。

結  語

過酸化水素法により胃壁内 リンパ管を観察し,以 下

の結果を得た。

1)粘 膜固有層表層の毛細 リンパ管は,被蓋上皮直下

付近より始まっていた。

2)粘 膜固有層表層の毛細 リンパ管が密集した部は,

過酸化水素法により膨脹され,肉 眼的に自色の小斑 と

して観察された。

3)小 斑は,十二指腸輪状 ヒダ部,幽 門腺および中間

帯領域小弯部,胃底腺領域敏裳部にとくに多くみられ,

その数は症例により著 しい差異があり,数 十から数百

に及んだ。

4)十 二指腸輪状 ヒダ部,胃 底腺領域級髪部の小斑

は,大 きさが数 HImで 形 も類円形のものが多かった。

5)幽 門腺および中間帯領域の小斑は大 きさが不均

一で,形 も不整なものがみられ,高 度の幽門腺萎縮や

腸上皮化生がみられる部位で多 くみられた。

6)食 道・胃接合部では,食 道重層扁平上皮に小斑は

みられず,噴 門腺領域も噴門腺萎縮がない場合観察さ

れなかった。

7)微 粒子活性炭浸漬例では,小斑部毛細 リンパ管内

に活性炭の流入がみられ,物 質の吸収に関与 している

ことが示唆された.

8)癌 性 リンパ管症症例でも小斑部毛細 リンパ管に

33(2581)

は侵襲がみ られず,癌 の リンパ行性進展に直接的には

関与 していないもの と思われた。

本稿は,第 12回日本 リンパ学会(昭和63年6月 ,東 京)で

その主旨を発表した。
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